
ハン
グ
リ
ー
で
優
秀
な
中
国
人
学
生
を
採
用
し

企
業
の
グ
ロ
ー
バル
化
を

加
速
さ
せ
る

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

不
人
気
の
理
由
は「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」

―
中
国
人
学
生
は
就
職
先
と
し
て
日
本
企

業
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

茂
手
木
：
日
本
企
業
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
し

づ
ら
い
た
め
、中
国
人
学
生
か
ら
人
気
が
あ
り

ま
せ
ん
。よ
く
中
国
人
の
あ
い
だ
で
は
、「
日
本

企
業
に
は
ガ
ラ
ス
の
天
井
が
あ
る
」と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。上
は
よ
く
見
え
る
け
れ
ど
も
、実
際
は

ガ
ラ
ス
の
天
井
が
あ
っ
て
上
に
行
け
な
い
と
。つ

ま
り
、国
籍
に
よ
る
昇
進
差
別
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。そ
の
た
め
中
国
人
学
生
の
あ
い
だ
で

は
米
国
企
業
と
中
国
企
業
が
人
気
で
、日
本
企

業
は
あ
ま
り
人
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、中
小
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
で
す
。中

小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
は
、ガ
ラ
ス
の
天
井
が

な
い
企
業
が
多
い
か
ら
で
す
。ビ
ジ
ネ
ス
の
成

長
性
が
あ
り
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
可
能
な
会

社
な
ら
ば
、優
秀
な
学
生
を
採
用
す
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
ま
す
。

―
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
多
く
は
、中

国
人
学
生
を
採
用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。ど
う
す
れ
ば
優
秀
な
中
国
人
学
生

を
採
用
で
き
ま
す
か
。

茂
手
木
：
実
は
、現
在
は
中
国
人
学
生
も
日

本
同
様
に
就
職
難
で
す
。だ
か
ら
採
用
す
る

こ
と
自
体
は
意
外
に
簡
単
な
ん
で
す
よ
。し
か

し
、問
題
な
の
は
そ
の
人
材
レ
ベ
ル
で
す
。先
ほ

ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、優
秀
な
学
生
ほ
ど
米

国
企
業
や
中
国
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
し
て

ル
を
お
話
し
す
る
と
、ま
ず
語
学
が
堪
能
。中

国
語
と
英
語
が
話
せ
る
の
は
当
た
り
前
。英
語

の
レ
ベ
ル
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
０
０
点
以
上
で

す
。そ
の
た
め
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て

お
り
、中
国
進
出
だ
け
で
な
く
、他
国
へ
進
出

す
る
際
も
活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

次
に
、地
頭
が
良
い
だ
け
で
な
く
、学
習
意

欲
も
非
常
に
高
い
。大
学
時
代
は
一
日
に
14
時

間
も
勉
強
し
ま
す
。こ
れ
は
東
大
生
の
２
倍
に

上
る
勉
強
量
で
す
。語
学
力
、地
頭
の
良
さ
、ハ

ン
グ
リ
ー
精
神
、基
礎
学
力
の
高
さ
な
ど
、総

合
的
に
考
え
れ
ば
、東
大
生
や
京
大
生
よ
り
優

秀
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、中
国
人
学
生
の
多
く
は
日
本
企
業
に

対
し
て
心
理
的
な
壁
を
感
じ
て
い
ま
す
。で
す

か
ら
、日
本
語
教
育
を
受
け
て
お
り
、日
本
人

に
対
し
て
理
解
の
あ
る
人
材
を
採
用
す
べ
き
で

す
。そ
こ
で
、当
社
で
は
中
国
の
日
本
語
学
会

と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
活
か
し
、日
本
に
理
解

の
あ
る
中
国
人
学
生
の
採
用
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

―
よ
く「
中
国
人
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
求

め
て
頻
繁
に
転
職
す
る
」と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
が
、そ
の
点
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

茂
手
木
：
た
し
か
に
中
国
人
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
志
向
が
非
常
に
強
い
。自
分
が
成
長
す
る
こ

と
の
で
き
る
職
場
を「
発
展
空
間
」と
呼
び
、よ

り
成
長
の
で
き
る
場
を
求
め
て
転
職
し
ま
す
。

た
だ
、こ
の
志
向
性
は
欧
米
で
は
当
た
り
前
の

考
え
方
で
す
。逆
に
日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。中
国
市

場
に
参
入
す
る
た
め
に
、中
国
の
考
え
方
を
受

け
入
れ
、人
事
制
度
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め

中
国
人
の

経
営
メ
ン
バ
ー
が
必
要

―
中
国
市
場
は
人
口
13
億
人
、経
済
規
模

５
兆
ド
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ど
う
す
れ
ば

こ
の
巨
大
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？

茂
手
木
：
経
営
メ
ン
バ
ー
に
中
国
人
を
加
え

る
こ
と
。こ
れ
が
、私
が
経
営
の
現
場
で
見
つ
け

た
中
国
進
出
の
一
つ
の
答
え
で
す
。私
は
中
国

で
数
多
く
の
企
業
へ
足
を
運
ぶ
中
で
、「
日
本

人
だ
け
の
組
織
で
は
、日
本
企
業
向
け
の
ビ
ジ

ネ
ス
し
か
生
み
出
せ
な
い
」と
い
う
こ
と
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
。中
国
市
場
を
相
手
に
仕
事
を

す
る
の
で
あ
れ
ば
、中
国
人
の
経
営
メ
ン
バ
ー

が
必
要
で
す
。し
か
し
、日
本
人
だ
け
で
中
国

ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
て
い
る
企
業
が
意
外
に
多
い

の
で
す
。

　

一 
方
、他
国
の
外
資
系
企
業
で
は
、中
国
人
を

中
心
に
し
て
拠
点
展
開
を
進
め
る
企
業
が
増
え

て
い
ま
す
。今
後
、世
界
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
進

ん
で
行
く
中
で
、私
た
ち
日
本
企
業
に
も
中
国

人
の
採
用
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

―
ど
う
や
っ
て
中
国
人
の
経
営
メ
ン
バ
ー
を

採
用
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

茂
手
木
：
中
国
の
新
卒
人
材
を
採
用
し
て
、自

社
で
育
成
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。中
途

人
材
の
場
合
、中
国
の
商
習
慣
が
深
く
染
み
つ

い
て
お
り
、日
本
の
や
り
方
が
全
く
通
用
し
ま

せ
ん
。中
国
法
人
は
日
本
本
社
と
連
携
を
と
る

こ
と
が
多
い
の
で
、日
本
の
商
習
慣
を
理
解
し

て
い
な
い
と
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
生
み
ま

す
。

　

一
方
、新
卒
人
材
の
場
合
は
商
習
慣
自
体
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
、日
本
の
商
習
慣
を
覚
え
て

も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
す
。入
社
し
て
数
年
間

は
日
本
で
育
て
、そ
の
後
に
中
国
法
人
の
経
営

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。

東
大
生
よ
り
優
秀

―
中
国
で
は
ど
う
い
っ
た
人
材
が
新
卒
で

採
用
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

茂
手
木
：
上
位
大
学
の
中
国
人
学
生
の
モ
デ

日
本
企
業
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用
が
加
速
し
て
い
る
。フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
や
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
は
両
社
と
も「
２
０
１
２
年
の
新
入
社
員
の
う
ち
約
８
割
を
外
国
人
に
す
る
」と
発
表
し
た
。

こ
の
動
き
は
大
手
企
業
だ
け
で
は
な
い
。中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用

に
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
い
る
。そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
市
場
に
お
い
て
、高
い
人
気
を
誇
る
の
が

中
国
人
だ
。優
秀
な
中
国
人
の
採
用
は
熾
烈
を
極
め
て
い
る
。今
回
は
中
国
進
出
支
援
を
手
が
け
る

グ
レ
イ
ス
ケ
ー
ル
の
茂
手
木
氏
に
、優
秀
な
中
国
人
学
生
の
採
用
法
に
つ
い
て
聞
い
た
。

なぜ中国人学生を
採用すべきなのか？

人
材
採
用
／
中
国
人
学
生
を
採
用

採用スピードを上げる
面談から1週間以内に内定承諾して
もらうくらいのスピードが必要。あま
り時間をかけていると、競合企業に
採られてしまう

「上から目線」で見るのはNG
中国の優秀な学生にとって、日本企
業は昔ほど魅力がない。「上から目
線」で見ていると、優秀な中国人学
生を採用するのは難しい

採用の注意点

中国市場に進出する際に有利
中国市場に進出するためには、中国人の経営メンバー、スタッフが
必要不可欠。中国人がいない企業は絶対に成功できない

優秀で実務能力が高い
東大、京大を凌ぐ優秀な学生が多い。中国人の平均勉強時間は
東大生の2倍以上。さらに3ヵ国語（英語、中国語、日本語）が操
れるなど、グローバル視点を持った人材が多い

社内の日本人に良い刺激を与える
中国人学生はキャリアアップ志向が強い。自らの成長に対して
貪欲なので、社内の日本人に対して良い刺激を与える

中国ビジネスの
プロフェッショナル 3

グレイスケール 
代表取締役

茂手木 雅樹
もてぎ まさき
1978年、埼玉県生まれ。大学卒業後、
2002年に大手通信機器商社に入社し、
トップ営業マンとして活躍。2004年に株
式会社シーエスソリューションを設立し、代
表取締役に就任。2006年に株式会社グ
レイスケールを設立し、代表取締役に就
任。2010年に中国大連市に古籟依（大
連）信息科技有限公司を設立。

株
式
会
社
グ
レ
イ
ス
ケ
ー
ル

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

日本の上場企業が幹部候補となる人材を採用
こうやって優秀な中国人学生を採用した！

―なぜ御社は中国人学生を採用しようと思ったのですか？
当社のクライアントは中国市場に対する関心・ニーズが高く、いずれ私たちも中
国市場と日本企業の橋渡しをするための拠点展開は必須と考えています。今回
の採用は、そのための布石と考えています。
　また一方で、これは中国の人材に限りませんが、グローバル人材を採用するこ
とによって社員の意識を高めたいと思ったことも理由の一つですね。

―どのような採用プロセスをとったのでしょうか。
基本的には日本で行っている新卒採用プロセス（会社説明→日本語の筆記テス
ト→一次面接→二次面接）をそのまま持ち込みました。選考を実施して驚いたの
は、まず筆記テストの結果が総じて高かったこと。中国人学生が本当に勉強して

いることを実感しました。また、個人面接に
おいても、日本人学生を相手に面接してい
る錯覚に陥るほど、コミュニケーション力が
高かったことも驚きでした。

―採用で工夫した点は何ですか。
内定者本人は、日本企業に就職し、日本で勤務することに積極的でした。しかし、
その一方で、ご両親の同意が得られるかどうかが心配でした。特に我 は々上場こ
そしていますが、決して名が通った企業ではありませんし、一人っ子政策の影響な
ども気になりました。
　そこで、2週間後に再び学生のもとを訪れて、本人への内定通知書の授与、
ご両親を招いての会食などを行いました。さらに、これから仲間になるメンバーが
中国現地でどのような生活をしているのかを理解する必要もあると考え、内定者
の家庭訪問も行わせて頂きました。
　いま振り返ると、国籍が違うからこそ「人」対「人」のコミュニケーションが重要
であり、よく考えてみれば昔の日本も同じでしたよね。

株式会社クロス・マーケティング
代表取締役
五十嵐 幹

事業内容／ネットリサーチ
設立／2003年
売上高／34億8,300万円
従業員数／157名
市場／東証マザーズ
URL／http://www.cross-m.co.jp/

◯優秀な中国人学生を2名採用
◯今後、継続的に中国人学生に対する新卒採用を進めていく
◯会社が掲げる「グローバル化」という言葉に対して
　社員の意識が変わり始めていることを実感

結果



う
な
ム
ダ
を
こ
れ
か
ら
進
出
す
る
企
業
に
繰

り
返
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
が
原
因

で
、中
国
進
出
を
断
念
し
て
は
も
っ
た
い
な
い
。

だ
か
ら
私
の
経
験
を
共
有
し
た
い
と
思
っ
た
ん

で
す
。

―
数
あ
る
都
市
の
中
で
、な
ぜ
御
社
は
大

連
を
推
奨
し
て
い
る
の
で
す
か
。

茂
手
木
：
①
親
日
エ
リ
ア
、②
豊
富
な
日
本
語

人
材
、③
中
国
有
数
の
経
済
都
市
、④
地
理
的

な
利
便
性
、⑤
中
国
を
代
表
す
る
日
本
向
け

オ
フ
シ
ョ
ア
拠
点
と
い
う
５
つ
の
理
由
か
ら
お

勧
め
し
て
い
ま
す（
右
ペ
ー
ジ
上
図
参
照
）。大

連
は
中
国
進
出
の
第
一
歩
と
し
て
は
最
適
な

都
市
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
実
際
、大
連
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
企

業
は
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

茂
手
木
：
大
連
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業

は
約
３
０
０
０
社
。業
種
を
問
わ
ず
、様
々
な

日
本
企
業
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

大
連
の
ビ
ル
開
発
を
手
が
け
る
建
設
会
社
、大

規
模
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ー
ク
に
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
る
Ｉ
Ｔ
企
業
、中
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
て

海
外
案
件
を
手
が
け
て
い
る
人
材
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
、一
等
地
の
大
型
モ
ー
ル
に
出

店
す
る
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
、複
数
店
舗
を
出

店
す
る
外
食
企
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

業
種
や
国
境
を
越
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る

―
多
く
の
日
本
企
業
が
進
出
し
て
い
る
ん

い
ま
す
。彼
ら
を
日
本
企
業
が
採
用
す
る
の
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、ど
う
す
れ
ば
優
秀
な
中
国
人
学
生
を

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。最
も
大
事
な

の
は
、学
校
な
ど
の
教
育
機
関
と
連
携
す
る
こ

と
。学
校
な
ど
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、私
た
ち

外
国
企
業
が
中
国
人
学
生
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。そ
し
て
、採
用

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、自
社
の
魅
力
付
け
を
行
い
、

競
合
企
業
に
採
ら
れ
る
前
に
採
用
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
の
点
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
、中

国
人
学
生
の
採
用
に
躊
躇
し
て
い
る
企
業
は

多
い
。そ
こ
で
、私
ど
も
が
学
校
機
関
へ
の
連
携

や
採
用
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

ん
で
す
。

日
本
語
の
で
き
る

優
秀
な
学
生
を
囲
い
込
む

―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
る
の
で
す
か
。

茂
手
木
：
ま
ず
大
学
と
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。中
国
に
は
、約
１
２
０
０
の
大

学
が
あ
り
、そ
の
中
で「
※
２
１
１
工
程
重
点

大
学
」と
し
て
指
定
さ
れ
た
大
学
が
１
１
２
校

あ
り
ま
す
。当
社
で
は
中
国
の
日
本
語
教
育
に

関
し
て
指
導
的
立
場
に
あ
る
、日
本
語
教
学
の

機
関
や
外
国
語
教
育
学
校
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
受
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
、東
北
３
省
の

２
１
１
工
程
重
点
大
学
を
中
心
と
し
た
上
位

大
学
と
関
係
を
構
築
で
き
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

日
本
語
が
堪
能
で
優
秀
な
学
生
を
囲
い
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

　

次
に
学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
入
社
ま
で

で
す
ね
。

茂
手
木
：
中
国
で
は
、日
本
以
上
に
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
大
事
に
な
り
ま
す
。当
社
の
開
催

す
る
ツ
ア
ー
で
は
、大
連
で
成
功
し
て
い
る
日

本
人
経
営
者
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
大
連
で
業
種
や
国
境
を
越
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

―
最
後
に
、中
国
進
出
を
目
指
す
経
営
者

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

茂
手
木
：「
ま
ず
自
分
の
目
で
中
国
を
見
て
く

だ
さ
い
」と
伝
え
た
い
で
す
ね
。昨
今
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
さ
え
あ
れ
ば
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

二
次
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
で
き
ま
す
。し
か

し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
得
ら
れ
る
情
報
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。自
分
が
体
感
し
て
得
た
一
次

情
報
に
勝
る
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、

ぜ
ひ
当
社
の
視
察
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
頂
き
た

い
。そ
し
て
中
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
肌
で
感
じ
、

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

※211工程重点大学：21世紀に、100校の優秀な大学をつくるため、中国教育部が重点的に投資すると定めた大学。

の
採
用
活
動
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。大
学
内
で
の
企
業
Ｐ
Ｒ
か
ら
説
明

会
の
開
催
、学
生
の
書
類
選
考
、初
期
選
考
の

代
行
、面
談
、内
定
契
約
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
企
業
が
御
社
の
採
用
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る
の
で
す
か
。

茂
手
木
：
企
業
規
模
に
つ
い
て
は
大
手
、中
小

を
問
い
ま
せ
ん
。業
種
で
言
え
ば
、Ｉ
Ｔ
、メ
ー

カ
ー
、販
売
な
ど
、こ
ち
ら
も
多
種
多
様
で
す
。

た
だ
、全
企
業
に
共
通
し
て
言
え
る
の
が
未
来

を
見
据
え
て“
攻
め
”の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
と

い
う
点
で
す
ね
。

　

海
外
で
の
採
用
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
の

は
想
像
以
上
に
工
数
が
か
か
り
ま
す
。や
は

り
ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
す
る
企
業
ほ
ど
、自

社
で
ゼ
ロ
か
ら
採
用
す
る
手
間
を
省
く
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
採
用
成
功
率

は
非
常
に
高
い
。90
％
以
上
の
企
業
が
中
国
人

学
生
の
内
定
承
諾
に
ま
で
至
っ
て
お
り
、非
常

に
喜
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

大
連
を
推
奨
す
る
理
由

―
と
こ
ろ
で
、御
社
で
は
中
国
大
連
の
視

察
ツ
ア
ー
も
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

茂
手
木
：
は
い
。中
国
進
出
を
考
え
て
い
る
経

営
者
に
は
、ま
ず
リ
ア
ル
な
市
場
を
見
て
頂
く

の
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
。商
習
慣
、購
買
心

理
な
ど
、日
本
と
の
違
い
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る

は
ず
で
す
。

　

ま
た
、私
自
身
、中
国
進
出
の
際
に
多
く
の

ム
ダ
足
を
踏
ん
で
き
ま
し
た
。私
と
同
じ
よ

大連が注目される5つの理由
これからは大連の時代！

人口 ： 約1,584万人
面積 ： 1,573k㎡（新潟県に相当）
GDP（一人当たり）： 63,198元（約80万円）

黒龍江省

東北三省

吉林省
遼寧省

大連

1 親日エリア
大連は歴史的観点から見ても日本文化が根付いており、反日感情は少ない。
日本人や日本企業の受け入れにも抵抗が少なく
日本人が現地で生活をしていても違和感を持たれにくい

2 豊富な日本語人材 
日本語を使える人が多い。日本に旅行や留学の経験がある人も多く
日本語、中国語のバイリンガル人材が豊富

3 中国有数の経済都市
大連は北京や上海に次ぐ中国有数の経済都市。

「東北の香港」と言われるように、香港人同様の高い潜在消費能力を持っている。
大連の1人当たりGDP（63,198元）は、北京（63,029元）を上回っている

4 地理的な利便性
東京から片道約3時間、日本各地への直行便も多数。時差も1時間しかなく
国内旅行の感覚で移動できる。また、中国有数の経済都市でありながら
北京や上海に比べて主要な都市機能が中心部に集中している

5 中国を代表する日本向けオフショア拠点
大連は日本語教育と税制優遇を武器に、積極的に日本企業を誘致している。
特に日本のオフショア拠点として有名。日系企業は3000社と非常に多い

グレイスケール 検 索

株式会社グレイスケール
設立／2006年1月
資本金／1,000万円
売上高／9億円（2010年9月期実績）、12億円（2011年9月期見込み）
社員数／145名（契約社員含む。2011年1月現在）
事業内容／ ITサービス事業、海外進出支援事業
関連会社／  古籟依（大連）信息科技有限公司
URL／http://www.grayscale.jp/

03-5949-5667

株
式
会
社
グ
レ
イ
ス
ケ
ー
ル

（受付時間／平日10:00～18:00）

中国進出の第一歩をグレイスケールがサポート！

ツアー案内

※上記は1名様分の料金です

中国人学生の採用、視察ツアーの
お問い合わせはコチラ

料金 （宿泊費、渡航費、会食費を含む）

※その他、下記企業などを視察します
●JETORO大連
●税理士、弁護士事務所
●大連ソフトウェアパーク
●大連市内の現地マーケット

百聞は一見に如かず 大連視察ツアー
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

～異業種交流会～
日本にはない中国スケールの食事を堪能しながら、
現地で活躍する日系企業や現地企業の方 と々、企
業訪問とは違った形の情報交換をします。日本から
進出する際の苦労や運営していく中でのポイントな
ど、中国進出した経営者たちの生の声を聞くことがで
きます

現地で活躍する企業家との会食

～オフショア、BPO～
日本のオフショアの現場となっている現地のBPOセ
ンターをご案内します。実際に中国人が業務をしてい
る雰囲気や、中国人の業務レベルを見学します。日
本企業との連携や流暢な日本語を話す中国人など、
BPOの実態を体感できます

中国オフショアの実態と日本語教育

～日系企業から現地企業まで～
IT、不動産、学校、販売業など、多種多様のツアー参
加企業に対して、同じ分野で成功している企業との
会談を設けます。それぞれの業種における中国ビジ
ネスの可能性について聞くことができ、自社の戦略を
立てる際の参考になります

業種、業態に合わせたカスタマイズ

参加メリット

１ 中国のマーケット事情を学べる
　日本と違う商習慣、文化、市場を肌で感じてもらいます！

２ 成功している日本人・中国人経営者とネットワークをつくれる
　中国では人と人のネットワークが最重要！

３ 現地の空気、パワーを肌で感じられる
   高度経済成長期を体感！ 活気と上昇志向のパワーがあります

15万8,000円3泊4日（1名様）

14万3,000円3泊4日（2名様）

info@grayscale.jp


